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「地域で活躍する環境人材を育むために」
株式会社 風とつばさ 水谷衣里
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地域脱炭素化に向けた
大学における環境人材育成の検討会（第３回）
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Self-introduction

◼ シンクタンクで政策研究・コンサルティング

（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社）

◼ パラレルキャリアとして大学教員に

（東京工科大学・専任教員として）

◼ 独立し、引き続きリサーチとコンサルティングを実施

（株式会社 風とつばさ 代表取締役）

◼ 並行して、仲間と共に、コミュニティ財団を設立

（世田谷コミュニティ財団 代表理事

/2022年6月末まで）
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関心領域・専門分野
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CSR/CSVの

推進

社会的インパクト投資

ソーシャルファイナンス

金融機関

アントレプレナー

大学

NPO企業

SB支援組織

助成財団

国 地方自治体

住民組織

ソーシャルベンチャーの

担い手輩出・成長支援

地域社会における

新たな公共の担い手づくり

企業の社会的価値の最大化支援

価値の言語化・可視化

社会貢献活動の深化・高度化
資金支援の

プラットフォームづくり

ソーシャルイノベーションの推進／ソーシャルエコノミーの創出

／社会的インパクト投資・ソーシャルファイナンス

民間による公益活動や

ソーシャルビジネス

の基盤強化
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自分がやっていること

民が担う公益の

可能性と価値を拡充する 

「人」と「お金」

「上流～仲介～現場」

「調べる」～「つくる」まで
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理事や評議員、社外取締役等として関わっているもの／いたもの（例）
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一般財団法人 世田谷コミュニティ財団

公益社団法人 チャンス・フォー・チルドレン

公益財団法人 日本非営利組織評価センター

公益財団法人 パブリックリソース財団

✓ 設立準備会から取り組みを牽引し、創業代表へ

✓ 2013年からの準備期間５年、2018年の設立後５年の計10年ほど、運営の中核を担う

✓ 子どもの貧困や教育格差の是正に取り組む団体

✓ 2013年頃からアドバイスやサポートなど、現在は社外理事を担う

✓ 非営利組織の信頼性やガバナンス向上を目指し、組織評価や認証制度を運営

✓ 評議員として法人運営に参画

✓ 寄付を通じた社会貢献活動のサポート等を行う財団

✓ 理事として運営に参画していた（任期満了につき退任済）

英治出版 株式会社
✓ ビジネスや人と組織・ソーシャルセクターに関連する書籍などを送り出す出版社

✓ 社外取締役として経営に参画（2024年6月～）
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民間企業へのサポート
～サントリー次世代エンパワメントプログラム「君は未知数」
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民間企業へのサポート
～NEXCO中日本における越境型人材育成プログラム
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https://www.c-nexco.co.jp/corporate/employment/new-

graduates/feature/nurturing/

https://www.c-nexco.co.jp/corporate/pressroom/news_release/6001.html
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https://www.c-nexco.co.jp/corporate/pressroom/news_release/6001.html
https://www.c-nexco.co.jp/corporate/pressroom/news_release/6001.html
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インパクト投資やソーシャルファイナンスに関する調査研究
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ソーシャルセクターが社会にもたらしたインパクトや変革の言語化・可視化
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大学との関わり
～飛騨古川から始まる新設大学“Co-Innovation University”（仮称）
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ソーシャルセクターとの関わり
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一般財団法人 世田谷コミュニティ財団

11

発足して1年余りの団体です。（1周年記念の様子）



© 2025 kazetotsubasa, inc. All Rights Reserved.

民が担う公益の可能性と価値を拡充する
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教える
伝える

支える

調べる
変化を
起こす

調査研究・リサーチ

コンサルティング

伴走支援

教育・研修・場づくり

実践



地域で活躍する環境人材を育むために
必要なことは何か？
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民が担う公益の可能性と価値を広げるために、必要だと思っていること

◼ １と２は、それぞれ不可分な関係性にある

⚫ 担い手が不在では、資金はあつまらない（逆もまた同じ）

◼ また、１と２の実現を支える、場・資金・コーディネート人材がなければ変化は長続きしない

1 2

✓ チャレンジする人を発掘する

✓ 挑戦する志を支え続ける

変化を生み出す

「人」の存在

変化を支える

「お金」の流れ

両者の変化を加速させるエコシステム

✓ フィランソロピー3.0

✓ インパクト投資

✓ Place-based Investment

共感する方々からの資金と意思をストックする器と場

その存在を知らせ、伝えつづけること

14
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様々なタイプの資金を組み合わせる＆底支えする器をつくる
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ビジョンとインパクトを見える化する
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地域だからこそ、多様な人をつかまえる
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大学教育を通じた新しいチャレンジ Co-Innovation University
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CoIUの学びの特徴 理論-対話-実践
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CoIUにおけるリカレントプログラムの位置付け
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共創型リカレントプログラムの特徴
地域・社会に必要とされる事業を構築できる人材像を実現する要素とは？

21
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関わる人を増やし、当事者と担い手を育てる
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MS&ADインシュアランス グループ ホールディングス株式会社

三井住友海上火災保険株式会社、あいおいニッセイ同和損害保険

株式会社などのグループ保険会社を有する保険持株会社
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大学はどうコミットできるか？

23

1 主体性を育むこと

– 課題へのオーナーシップが、本質的なチャレンジを後押しする

– 「断片を担う」感覚ではなく、「取り組みの本質を理解し、当事者意識を

持って、主体的に課題解決にコミットする」経験をどこまで提供できる

か？（教える側が待てるか？）がひとつのカギではないか？

2 フィールドと出会う機会を授けること

– オーナーシップの醸成には、「課題解決に腰を据えて取り組みたいと思え

るフィールド」が必要

– 社会科学領域では、フィールド＝人であることが多数。そうした場と人に

「安全に」出会えるよう、コーディネートすることが期待されているので

はいか？

3 意義付けと体系化を支えること

– 「実践から学ぶ」には、繰り返し取り組みの価値を考え、語る機会が必要

– 実践と内省、他者との対話を繰り返すことで、自らのスキルを捉えなおし、

相対化することができる

– 「実践」を「学び」に変えるそのプロセスを支えることが、教える側に求

められているのではないか？
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大学はどうコミットできるか？
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1 主体性を育むこと

– 課題へのオーナーシップが、本質的なチャレンジを後押しする

– 「断片を担う」感覚ではなく、「取り組みの本質を理解し、当事者意

識を持って、主体的に課題解決にコミットする」経験をどこまで提供

できるか？（教える側が待てるか？）がひとつのカギではないか？

2 フィールドと出会う機会を授けること

– オーナーシップの醸成には、「課題解決に腰を据えて取り組みたいと

思えるフィールド」が必要

– 社会科学領域では、フィールド＝人であることが多数。そうした場と

人に「安全に」出会えるよう、コーディネートすることが期待されて

いるのではいか？

3 意義付けと体系化を支えること

– 「実践から学ぶ」には、繰り返し取り組みの価値を考え、語る機会が

必要

– 実践と内省、他者との対話を繰り返すことで、自らのスキルを捉えな

おし、相対化することができる

– 「実践」を「学び」に変えるそのプロセスを支えることが、教える側

に求められているのではないか？

現場に引き戻す

場や機会との

つながりを

（在学中から）

つくること

つたえること

フィールドとのつながりを

取り戻すために

学生時代の

学びを支えるために
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参考となる具体例～社会人が自ら越境する場と機会 -SVP東京-

SVP東京 20周年アニバーサリーブックから https://svptokyo.org/20th-anniversary/ 25
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参考となる具体例～社会人が自ら越境する場と機会 -SVP東京-

https://www.socialventurepartners.org/find-an-affiliate/
26
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参考となる具体例～社会人が自ら越境する場と機会 -SVP東京-
若手社会人が、自らのビジネススキルの提供を通じて、社会変革にコミットする

SVP東京 20周年アニバーサリーブックから https://svptokyo.org/20th-anniversary/
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参考となる具体例～ふるさと兼業～
共感する地域と事業にプロジェクト単位でコミットする機会をつくる

https://furusatokengyo.jp/ 28

https://furusatokengyo.jp/
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参考となる具体例～ふるさと兼業～
共感する地域と事業にプロジェクト単位でコミットする機会をつくる

◼ 『ふるさと兼業』は、愛する地域や共感する事業にプロジェクト単位でコミットできる副業兼業プラットフォーム

◼ 都会で生活しながら地域に関わる、大手企業で活躍しながら地域のNPOや中小企業、ベンチャー企業に関わる、等の、多様な働

き方・生き方を応援

29
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必要なのは、チャレンジャーとサポーター

30

社会を変える

当事者をつくる

つながりと価値を

可視化し

伝える

ポジティブな

新陳代謝を

促進する

チャレンジャーを

応援する

生態系を

つくる

当事者・挑戦者を増やし、
価値を伝える
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必要な要素は？

1.やり切る力を持つ挑戦者の存在
◼ 手を挙げて始める人がいなければコラボレーションは産まれない

◼ 始める人、チャレンジする人をどれだけ大切にできるかが地域の
未来を左右する

2.挑戦者を応援する支援者の存在

◼ 最後までやりきるからこそチャレンジャー。しかし、ひとりでは
頑張りきれない

◼ 「応援することは、自分の人生を豊かにすることだ」と考える人
をどれだけ増やせるかがポイントに

3.挑戦者と支援者が
可視化されている環境

◼ 応援したいと思える人がどこにいるか、関係者以外はわからない

◼ チャレンジャーと支援者が可視化され、挑戦のプロセスを共有で
きるインフラをつくることが必要

この３つをととのえるために、セクターを超え、立場を超えてそれぞれの主体が行うべきことは何か？

ローカルエリアのエコシステムをどう整えることができるか？

◼ 地域の資源を繋げ、価値を生み出すために必要な要素は何か？
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